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Â 売上高については新店開店による寄与等から連結で前期比＋６．４％、単体で＋５．１％の伸び。

Â 営業利益は連結で予算比△８４百万円・前期比＋６８百万円。子会社の新店開業時に組織刷新が重なり、同売上伸び悩む。

Â 当期純利益は連結で予算比△６９百万円・前期比＋３４百万円。繰延税金資産の見直しによる法人税調整額あり。

Â 売上高については新店開店による寄与等から連結で前期比＋６．４％、単体で＋５．１％の伸び。

Â 営業利益は連結で予算比△８４百万円・前期比＋６８百万円。子会社の新店開業時に組織刷新が重なり、同売上伸び悩む。

Â 当期純利益は連結で予算比△６９百万円・前期比＋３４百万円。繰延税金資産の見直しによる法人税調整額あり。

損益計算書の概要（連結･単体）

（単位：百万円）

2007年12月中間期 2006年12月中間期

[単体] 実績 予算 予実差異 実績 2007 - 2006 差異

売上高 7,872 100.0% 7,766 100.0% 106 1.4% 7,486 100.0% 385 5.1%
売上原価 6,903 87.7% 6,808 87.7% 95 1.4% 6,769 90.4% 133 2.0%

材料費 2,120 26.9% 2,101 27.1% 18 0.9% 2,024 27.0% 96 4.7%
労務費 2,388 30.3% 2,326 29.9% 63 2.7% 2,356 31.5% 32 1.4%
経費 2,395 30.4% 2,381 30.7% 14 0.6% 2,389 31.9% 6 0.2%

売上総利益 969 12.3% 958 12.3% 10 1.1% 717 9.6% 252 35.2%
販管費 600 7.6% 585 7.5% 15 2.6% 537 7.2% 63 11.7%

営業利益 369 4.7% 373 4.8% ▲5 ▲ 1.3% 179 2.4% 189 105.6%
経常利益 370 4.7% 363 4.7% 7 1.8% 167 2.2% 203 121.7%
当期純利益 178 2.3% 181 2.3% ▲4 ▲ 2.1% 44 0.6% 134 303.1%
EPS 25.00 25.57 6.21

2007年12月中間期 2006年12月中間期

[連結] 実績 予算 予実差異 実績 2006 - 2005 差異

売上高 8,334 100.0% 8,310 100.0% 24 0.3% 7,830 100.0% 503 6.4%
営業利益 231 2.8% 314 3.8% ▲83 ▲ 26.5% 163 2.1% 68 41.8%
経常利益 249 3.0% 278 3.3% ▲28 ▲ 10.1% 112 1.4% 137 122.3%
当期純利益 38 0.5% 107 1.3% ▲69 ▲ 64.2% 4 0.1% 34 855.3%
EPS 5.41 15.10 0.57

FXR (JPY/$) 123.26 119.11 115.24

株数 7,104 7,098 7,095
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貸借対照表の概要（連結）

Â 連結子会社の大型店舗（権八ビバリーヒルズ）の出店により有形固定資産増加。

Â 出店費用支払い及び借入に伴い負債が増加。

Â 前年より当期純利益が増加したため、純資産が増加。

Â 連結子会社の大型店舗（権八ビバリーヒルズ）の出店により有形固定資産増加。

Â 出店費用支払い及び借入に伴い負債が増加。

Â 前年より当期純利益が増加したため、純資産が増加。

（単位：百万円）[連結貸借対照表]
2007年12月中間期 2006年12月中間期 前期比％

流動資産 2,674 18.7% 2,292 16.9% 16.7%
固定資産 11,600 81.3% 11,258 83.1% 3.0%

有形固定資産 9,707 9,376 3.5%
無形固定資産 65 84 △ 22.2%
投資その他の資産 1,828 1,798 1.7%

総資産 14,274 100.0% 13,550 100.0% 5.3%
流動負債 3,679 25.8% 3,119 23.0% 18.0%
固定負債 3,554 24.9% 3,671 27.1% △ 3.2%
純資産 7,041 49.3% 6,760 49.9% 4.2%
負債・純資産合計 14,274 100.0% 13,550 100.0% 5.3%
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貸借対照表四半期推移　資産の部（連結）

（単位：百万円）

Â 出店により、建物・構築物、土地が建設仮勘定より増加。

Â 建設仮勘定より本勘定へ振替。

Â 出店により、建物・構築物、土地が建設仮勘定より増加。

Â 建設仮勘定より本勘定へ振替。

[連結貸借対照表]
2006 Q1 2006 Q2 2006 Q3 2006 Q4 2007 Q1 2007 Q2

流動資産 2,664 19.1% 2,292 16.9% 2,170 16.0% 2,651 18.7% 2,533 17.9% 2,674 18.7%
現預金 1,774 1,475 1,387 1,594 1,609 1,812
売掛金 391 357 367 489 408 389
たな卸資産 180 184 181 217 199 211
その他 319 276 235 351 318 263

固定資産 11,262 80.9% 11,258 83.1% 11,423 84.0% 11,533 81.3% 11,594 82.1% 11,600 81.3%
有形固定資産 9,448 67.8% 9,376 69.2% 9,543 70.2% 9,637 67.9% 9,687 68.6% 9,707 68.0%

建物・構築物 4,855 4,691 4,730 4,678 5,829 5,726
工具器具 539 513 521 505 590 569
土地 2,685 2,671 2,688 2,696 3,268 3,327
建設仮勘定 1,368 1,501 1,603 1,758 0 84
その他 1 1 1 1 1 0

無形固定資産 88 0.6% 84 0.6% 80 0.6% 75 0.5% 69 0.5% 65 0.5%
投資その他の資産 1,726 12.4% 1,798 13.3% 1,800 13.2% 1,822 12.8% 1,838 13.0% 1,828 12.8%

投資有価証券 35 31 29 28 26 26
差入保証金 1,608 1,670 1,670 1,701 1,696 1,693
その他 83 97 101 93 116 108

総資産 13,926 100.0% 13,550 100.0% 13,593 100.0% 14,184 100.0% 14,127 100.0% 14,274 100.0%
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貸借対照表四半期推移　負債・純資産の部（連結）

（単位：百万円）
[連結貸借対照表]

2006 Q1 2006 Q2 2006 Q3 2006 Q4 2007 Q1 2007 Q2

流動負債 3,171 22.8% 3,119 23.0% 3,105 22.8% 3,662 25.8% 4,080 28.9% 3,679 25.8%
買掛金 449 448 530 559 497 490
短期借入金 0 0 0 100 900 550
1年以内返済予定長期借入金 1,635 1,609 1,710 1,648 1,498 1,488
未払金 336 177 138 264 179 172
未払費用 548 712 531 708 751 697
未払法人税等 15 53 31 215 15 119
その他 188 119 165 169 239 163

固定負債 4,016 28.8% 3,671 27.1% 3,610 26.6% 3,549 25.0% 3,141 22.2% 3,554 24.9%
長期借入金 3,932 3,591 3,529 3,460 3,072 3,433
その他 85 80 81 89 69 122

純資産 6,739 48.4% 6,760 49.9% 6,878 50.6% 6,973 49.2% 6,906 48.9% 7,041 49.3%
資本金 1,219 1,220 1,221 1,221 1,222 1,222
資本剰余金 1,874 1,875 1,876 1,876 1,877 1,877
利益剰余金 3,558 3,612 3,682 3,766 3,711 3,769

負債・純資産合計 13,926 100.0% 13,550 100.0% 13,593 100.0% 14,184 100.0% 14,127 100.0% 14,274 100.0%
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キャッシュ・フローの概要（連結）

Â 営業キャッシュフローの前期比２億７６百万円の差異は、主に税金等調整前当期純利益の増加と法人税
等の支払額減による影響。

Â 投資キャッシュ・フローの前期比２億９０百万円の差異は、主に建物取得減少。

Â 営業キャッシュ・フロー増に加え、投資キャッシュ・フローも減少したため、FCにおいて前期比　　　　　　　
５億６６百万円の差異。

Â 財務キャッシュ・フローは、借入金の減少により、前期比△１億４９百万

Â 結果、期末現金残高は前期比△１億１４百万円となっております。

Â 営業キャッシュフローの前期比２億７６百万円の差異は、主に税金等調整前当期純利益の増加と法人税
等の支払額減による影響。

Â 投資キャッシュ・フローの前期比２億９０百万円の差異は、主に建物取得減少。

Â 営業キャッシュ・フロー増に加え、投資キャッシュ・フローも減少したため、FCにおいて前期比　　　　　　　
５億６６百万円の差異。

Â 財務キャッシュ・フローは、借入金の減少により、前期比△１億４９百万

Â 結果、期末現金残高は前期比△１億１４百万円となっております。

（単位：百万円）

[連結キャッシュ・フロー]
2007年12月中間期 2006年12月中間期 増減

営業キャッシュ・フロー 509 233 276
投資キャッシュ・フロー △627 △917 290
ＦＣ（フリーキャッシュ・フロー） △118 △684 566
財務キャッシュ・フロー 217 367 △149
現金・同等物の増減 102 △330 432
期首現金残高 474 1,021 △546
期末現金残高 576 690 △114
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キャッシュ・フローの四半期推移（連結）

[連結キャッシュ・フロー]
2006 Q1 2006 Q2 2006 Q3 2006 Q4 2007 Q1 2007 Q2

営業キャッシュ・フロー △246 479 249 501 195 314
税金等調整前当期純利益 △69 108 127 176 1 258
減価償却費 205 217 230 238 203 222
減損損失 26 16 0 0 0 0
店舗閉鎖損失 0 0 0 77 31 △7
為替差損益 6 22 △16 △22 14 △66
売上債権の増減額 71 34 △10 △122 81 19
仕入債務の増減額 △89 △1 82 29 △62 △7
法人税等の支払額 △421 50 △37 △12 △175 △1
その他 25 33 △127 136 102 △104

投資キャッシュ・フロー △595 △321 △411 △559 △270 △356
定期預金の預入による支出 △900 △2,225 △210 △510 △255 △255
定期預金の払戻による収入 225 2,315 175 210 395 0
有形固定資産の取得による支出 △849 △344 △375 △227 △416 △102
その他 929 △67 △1 △32 6 1

ＦＣ（フリーキャッシュ・フロー） △842 158 △162 △58 △75 △43
財務キャッシュ・フロー 724 △357 31 △34 230 △13

短期借入金の増減額 0 0 0 100 800 △350
長期借入れによる収入 1,250 300 500 200 0 700
長期借入金の返済による支出 △494 △659 △470 △334 △536 △364
その他 △32 2 1 1 △34 1

現金・同等物の増減 △121 △209 △124 △93 154 △52
期首現金残高 1,021 0 0 0 474 0
期末現金残高 899 △209 △124 △93 628 △52

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

Â 売上高については前期比＋６．４％と緩やかな成長傾向。

Â 営業利益については、赤字店舗改善も寄与し、率で前期比＋０．７％増加しています。

Â 売上高については前期比＋６．４％と緩やかな成長傾向。

Â 営業利益については、赤字店舗改善も寄与し、率で前期比＋０．７％増加しています。

過去５年間　売上高・営業利益額及び率の推移（連結）
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※1. バンケット部門は除く

※2. 既存店は開店後13ｶ月経過
した店舗

※3. 飲食業全体は、日本フード
サービス協会「外食産業市
場動向調査」のデータを使用

Â ２００７年中間期実

績データ

　　 全店　　　 ５．２％

　　 既存店　　 ０．５％

業界既存店 ２．２％

　

Â ２００７年中間期実

績データ

　　 全店　　　 ５．２％

　　 既存店　　 ０．５％

業界既存店 ２．２％

　

月次売上高　対前年比推移（単体）
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（単位：百万円）

La BohemeLa Boheme

コンセプト別売上・営業利益の推移　-ラ・ボエム＆ゼスト-

Â 売上高につきまして

は既存店、新店の

寄与などにより順調

に成長を続けており

ます。

Â 収益性におきまして

は、全店で回復の

兆しが見えるものの、

既存店が伸び悩ん

でおり、課題の残る

ところです。

Â 売上高につきまして

は既存店、新店の

寄与などにより順調

に成長を続けており

ます。

Â 収益性におきまして

は、全店で回復の

兆しが見えるものの、

既存店が伸び悩ん

でおり、課題の残る

ところです。

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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ZestZest
Â 売上高につきまして

は、既存店伸張する

ものの、新店の開拓

が課題です。

Â 収益性におきまして

は、営業利益が昨

年に引き続き前期

比プラス成長を遂げ

ており、順調に向上

しております

Â 売上高につきまして

は、既存店伸張する

ものの、新店の開拓

が課題です。

Â 収益性におきまして

は、営業利益が昨

年に引き続き前期

比プラス成長を遂げ

ており、順調に向上

しております
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（単位：百万円）
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MonsoonMonsoon

コンセプト別売上・営業利益の推移　ïモンスーン＆権八-

（単位：百万円）

Â 売上高につきまして

は、増収ながら既存

店では微増であり、

今後の課題です。

Â 収益性におきまして

は、既存店の営業

利益率が昨年に続

き前期比プラス成長
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２００６年度赤字店舗の動向①

（単位：百万円）天神権八
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２００６年度赤字店舗の動向②

（単位：百万円）グランベリーフードコロシアム
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２００７年赤字店舗の動向

（単位：百万円）お台場ラ・ボエム

桜新町権八
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Ⅱ．予算サマリーⅡ．予算サマリー
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Â 売上高は、連結で＋５．４％、単体で

＋３．７％の成長を見込んでおります。

Â 連結営業利益については５億８４百

万円を見込んでおり、営業利益率と

いたしまして３．４％となる見込みです。

Â 下期の新規出店予定は現在のところ、

単体で１店舗を予定しております。

Â 円ドル為替レートは２００７年６月と同

水準と見込んでおります。

Â 当期純損失においては、九州天神地

区２店舗の減損損失（約４億）を保守

的に見込んでおります。

Â 売上高は、連結で＋５．４％、単体で

＋３．７％の成長を見込んでおります。

Â 連結営業利益については５億８４百

万円を見込んでおり、営業利益率と

いたしまして３．４％となる見込みです。

Â 下期の新規出店予定は現在のところ、

単体で１店舗を予定しております。

Â 円ドル為替レートは２００７年６月と同

水準と見込んでおります。

Â 当期純損失においては、九州天神地

区２店舗の減損損失（約４億）を保守

的に見込んでおります。

２００７年１２月期予算（連結・単体）

既存店売上高（単体）　予算下期前提　△０．１％

　　　　　 　　　　 　　　　　ラ・ボエム　　　　　０．９％

　　　　　 　　　　　ゼスト　　　　　　 　０．３％

　　　　　　　　　　 モンスーン　 　　　０．２％

　　　　　　　　　　 権八　　　　　　　△０．９％

既存店売上高（単体）　予算下期前提　△０．１％

　　　　　 　　　　 　　　　　ラ・ボエム　　　　　０．９％

　　　　　 　　　　　ゼスト　　　　　　 　０．３％

　　　　　　　　　　 モンスーン　 　　　０．２％

　　　　　　　　　　 権八　　　　　　　△０．９％

[単体]
2007 通期予算 前期比 2006 通期実績

売上高 16,210 100.0% 582 3.7% 15,628 100.0%
売上原価 14,108 87.0% 168 1.2% 13,940 89.2%

材料費 4,378 27.0% 151 3.6% 4,227 27.0%
労務費 4,886 30.1% 93 2.0% 4,792 30.7%
経費 4,844 29.9% ▲77 ▲ 1.6% 4,921 31.5%

売上総利益 2,102 13.0% 414 24.5% 1,688 10.8%
販管費 1,272 7.8% 159 14.3% 1,113 7.1%

営業利益 831 5.1% 255 44.4% 575 3.7%
経常利益 825 5.1% 255 44.8% 569 3.6%
当期純利益 205 1.3% ▲8 ▲ 3.6% 212 1.4%
EPS 28.81 29.92

[連結]
2007 通期予算 増減 2006 通期実績

売上高 17,234 100.0% 879 5.4% 16,355 100.0%
営業利益 584 3.4% 56 10.7% 527 3.2%
経常利益 569 3.3% 76 15.4% 493 3.0%
当期純利益 ▲71 ▲ 0.4% ▲228 N/A 158 1.0%
EPS △ 9.94 22.21

FXR (JPY/$) 123.26 119.11

株数 7,104 7,098
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Ⅲ．２００７年上期のおさらいⅢ．２００７年上期のおさらい
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２００７年上期のおさらい

１.　既存店の一層の収益率改善

　　　　　単体で増収増益、営業利益率+１.６％アップ⇒5.6％

２.　不振店舗の活性化

ï 九州天神地区２店舗　

　　　昨年上期営業損失△1億18百万⇒本年同損失△36百万へ縮小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　償却前営業利益12百万

－　フードコロシアム　

　　　新たにフルサーヴィス・セクションを設置するものの、結果出せず　
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２００７年上期のおさらい

４．子会社（GDC）の収益性向上目指して

　 　－　ボーナス・給与システムの日米統一

ï ＧＤーＧＤＣ間で企業理念、情報を共有化

ï La　Bohemeのリモデル（今夏の改装とメニュー更新）

３.　権八ビバリーヒルズのオープン

ï　本年３月末、地元メディアも注目する中、無事オープン　　
－　建築に係る未解決の問題について
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２００７年上期のおさらい

ï民主主義、競争原理の活用、実績主義と終身雇用　

　子会社含め、全社に浸透しつつある

５．　企業理念の整理
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Ⅳ．２００７年下期の取り組みⅣ．２００７年下期の取り組み
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１．　不振店・新店の業績向上

　　　(単体)－天神２店舗：キャッシュフローベースでの黒字必達

　　　　　　　　－フ－ドコロシアム：更なる開発強化

　　　(子会社)－権八ビバリーヒルズ：メニュー、品質、サーヴィスの一層向上

　　　　－La　Boheme：開店以来１６年後の改装を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 営業形態の原点回帰で１０月に新装開店予定

２．　各事業所・子会社との日々のダイレクト・コミュニケーション

３．　既存店の収益性向上と、更なる成長への基礎固め
　－プレーヤーとマネージャーの才能を峻別

　－精緻なマーケティングによる集客の向上　

２００７年下期の取り組み

４.　品質向上とメニュー多様性の狭間

　　－単品や少数精鋭での、成功例実績を挙げる

　　




